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手書き光学文字読取機の小売業への応用
Application of Hand Printed O･C･R･

Application ExampIein RetaiI】ndustrY
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D 緒 言

手書き文字によるコンビュー一夕 ダイレクト インプ､ソトは,

次世代のインプットシステムとして脚光を浴びている一=･日立

製作所は昭和47年に自由度の高い,低価格の手書き光学文字

1榊丈粍(以下,OCRと略すいごあるH-8959光半文′i':読1l:丈機
を発表した｡

本論文はその製品概要と小売業における適用について,株

式会社三愛(ファッション衣料専門枯),ユニM株式会社(チ

ェーンストア),株式会社サカエ(チェ肝ンストア)の3祉の

システムのうち,特に納品伝票システムの事例について記述

するf.)

切 小売業界におけるインプットの問題

2.1 一般的問題

′ト先業が直面しているインプットの一般的問題には,

(1)勤務3･-4年でパンチャーーが退職する｡

(2)新規パンチャーーの採用が困難になりつつある｡

(3)-･般売場で働くことを希望する｡

(4)企業の急成長によるデータ量の印加が著しい(

(5)積極的な出店政策によるデータ量の増加が著しい｡

(6)商品の多様化によるデ】タ量の増加が著しい｡

(7)外注パンチが困難になりつつある｡またコストも高くな

ってしゝる｡

などの問題があり,従来のインプット方式からの脱皮が必

安になっている｡

2.2 アプリケーション上の問題

小売其のアプリケーションはチェーンストア,Ti-貨店､専

門店など業種により趣が異なるが,商品管理(チェーンスト

アでは補充発注システム),裾卜売,配送,ダイ レクトメーーール,

人事給与,経理などが主たるものである｡中でも商品管理シ

ステムは巧‾1心となるアプリケーションであり,管三哩レベルも

部門管理から品目管理,さらには単品へときめ細かくなって

きている｡したがって売上,仕入,たな卸しなどのデータ′も

品目あるいは単品の単位で把(は)握しなければならないため,

従来のインプット方式では現場のオペレーションやデータ量

の点で対応しきれないという問題が出てくるのは当然である｡

そこで売上データの収集にはPOS(Point of Sales)タ
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ーミナル,仕入､たな卸しデータにはOCRによるダイレク

トインプットという方向が指向されつつあるが,POS,O

CRともにわが河流適業界の商慣習の而で柿々問題がある√-

たとえば納品伝票のOCR化については,

(1)ほとんどの場合伝票の発行は′ト完サイドではなく,什人

先が指与呈納品伝票に記載してくる｡

(2)記票対象者が社外の者でしかも不特定多数になる｡

(3)手書き伝票である｡

(4)パンチャでも読めない文字を書いてくることがある｡

(5)伝票の取扱いが乱雑である｡

(6)納品数量の変更など内容の帽正変更が多い｡

などの問是星がある｢〕

しかlノ業界の現況は,現状のインプット方式がすでに限界

に達しているため,二のような多くの問題があるにもかかわ

Jっず,多面的な対策を講じてOCR化を図ろうとしている⊂･

2.3 集界の動向

業界のこのような切迫感が最近急速に標準化の方向に向か

jっせている-〕その一一つは,チェーンストア協会において納品

伝票,請求書などをOCR化する場合,その便榔古宇はOC

R-Bフォントに統一一一することが決定された｡もう---･つの動き

は,百貨店業界が率先して統一納品伝票フォーマ･ソトを設定

しようとしており,その中にOCR化を考寝した伝票フォーー1

マットも提案されている｡

オフラインパンチのさし迫りがこのような動きを活発にし

ており,小売業界はOCR化のため上記の対策を講じ始めて

いる｡ニのことは卸売業,メーカーを含むわが国の流通業界

にも影響を及ぼすのは当然であー),流通業界全体がOCR化

へ進むのも間近いものと思われる｡

田 H-8959形光学文字読取機の概要

3.1特長および仕様

H-8959形光学文字読取機は,読み取った結果を祇テープに

せん孔するオフライン形式のOCRである｡

この装置は,応用面の自由度を広げることに重点がおかれ

ておl),

(1)手書き文字の読取りが可能である｡■*1-

*ユニー株式会社 =株式会社サカエ ***株式会社∴愛 =**日立製作所′ト凹瞭工場 *****日立製作所名古尉;ミ◆某所

******日立製作所大阪営業所 *******仁一文型作所ソフトウェア_‾l二場
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(2)複数行の読取りができるページ式のOCRである｡

(3)活字の読取りに関しては,字種,字体の変更や拡充が容

易にできる｡

(4)1行の中に活字と一千乃き文字が混在していても読み取れ

る｡

(5)はがきの大きさ～A4サイズまでの帳票が扱える｡

(6)流枇不敵丈ナナ‾二を検出Lたとき｢ヰ走禿ができ,読取不能文

ノj'二のキ【ボードから♂)帽+f二が可能である｡

(7)キーパンチャ2～3手1分のコストに相当する低価格であ

る｡

などの特長を持っている｡

手書き文字に関しては､汚き方の制限を極力少なくし,記

入者の負担をなくすよう判定方山二考慮が払われている｡ま

た光電変換部には高惟能と低コストの両方の要求を満たすも

のとしてレ【ザ スキャナが採用されている｡

図1は本装置の外観を,表1はその仕様を示すものである｡

3.2 オフラインチェック機能

H‾8959形光学文字読取機は,オフライン形式であるが,デ

ータの信頼件の確保,誤記入などのエラ【発生時のバックア

ップを答易にし,柔軟なシステム設計を可能にするため次の

ようなオフラインチェ･ソク機能を備えている｡

(1)デ【タ長チェック機能

ブロック内文字数のチェックを行ない,読取文字数>指定

文字数のときエラーとする｡

(2)アイテム･チェック機能

ブロック内におけるアイテム間の演算,比較,たとえば単

価×数量=金額のチェックを行ない,式を満妃Lなければエ

ラ【とする｡

(3)サム チェック機能
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図I H一朗59光学文字読取横 磯械で読めない文字は(a)のディスプレ

イ部に表示されるので,それを人間が読んで(b)の部分からキーインプットをす

る｡

Fig･lType H-89590pticalCharacter Reader

(*1)手書き文字については,数了0へ9,6稚の記一号の読み取りが

可能である｡(表1参月弔)

活字の場でナはOCR-A,OCR-Bフォントの英ノラ‥も読める｡

26

手書き光学文字読取機の′ト売業への応用 日立評論 VO+.55 No,l11098

表I H-8959光学文字読取機の仕様 この仕様以外に,ルーンズチ

ェック,加算,乗算のチェッ久 項目のレングスチェックなどのオフラインチ

ェック機能がある｡また整理ナンバーも打てるようになっている｡

TablelSpecificatio=Of Type H一約590ptjca-Character Reader

読 取 速 度 最大36枚/分,手書き文字50字/秒,活字100字/秒

読 取 行 数 手書き:最大25行′′枚,活字:最大29行/枚

行あたり文字数 手書き:最大36文字/行,活字:最大了2文字/行

読取文字

(基本構成)

帳票寸法

手書き数字0--9,手書き記号CSTXZ-

活字数字0一-9∴舌字記号字種により異なる｡

(基本構成とLて活字はOCR-A,OCR-Bのうち一種顆の

盲読取り可)

長さ145〔ノ300mm,幅95～220mm,厚さ0.10～0.18mm

手書きわく寸法 縦6----8mm,横4.5､6mm

ホッパ･スタッカ インプット･ホッパl個,最大容量500枚

アウトプット･スタッカ2個,最大容量各500枚

寸)去･重 量 OCR本体幅l′柑0×奥行630二く高さl′360(mm)約360kg

紙テープパンチ幅490〉く奥行425二ヾ高さ340(mm)約40kg

出 力 紙テープ,+lSまたはEBCDIK 7ビットコード

電 工原 AC100Vまたは200V単相,50Hzまたは60Hz

周 囲 条 件 温度5-､-35℃,湿度30～85%

イ寸 加 樅 構 OCR-A英文字読取機構,OCR-B英文字言売取機構.

マルチフォント数字読取機構,ディスプレイ･キーボード機構,

ナンバリング機構

ブロック内の最右端のアイテムまたはブロックそのものに

についての演算,比較,たとえば各売価の合計と合計売価金

額のチェックを行ない,式を満足しなければエラーとする｡

(4)行スキップ機能

行の最右端に取消欄を設け,×を記入することにより誤記

入党見の場イナなどその行をスキップすることができる｡

(5)ナンバリング機能

読み取られた帳票の裏側に5けたのシリアル番号が印刷さ

れ,ニの番号は紙テープにも出力されるので電子計算機で処

理Lた後,エラ【帳票の抽出が寄易である｡

(6)エラーマ【ク機能

データエラーの生じた行に,ドロップアウトカラーでエラ

ーマークが印刷される｡

(7)アイテム セパレータ機能

ブロックを数アイテムに分割する場†ナ,あらかじめ×を印

字することによI)アイテム処理ができ,帳票のスペースを有

効に使用できる｡

ニれらの機能は,以‾Fの3種類のフォーマット制御用シー

トに指定されている情報に従って実行される｡

(1)ヘッダ用シ【卜

(2)ブロック用フォーマットシート

(3)データ編集用シート

田 小売業における適用事例

小売業における手書きOCRの適用事例として,株式会社

三愛,ユニー株式会社および株式会社サカエの3ユーザーの

システム例について述べる｡なお,3ユーザともすでにシス

テムほ椋(か)勤している｡

4･l手書き納品伝票への適用(株式会社三愛の例)

OCRの検討を始めたのは,コンピュータへのインプット
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のために単純な媒体変換作業に人手がかかっているのをなく

したいと考えていたことと,それにより女性をオペレーショ

ン,プログラムなど他の作業へ振り向けたいという希望から

であった｡

検討当初より手書きOCRがどんな文字でも読めるという

完全な機械ではあり得ないということは理解していたが,そ

れには､その作能と限界を知I),うまく利用することによI)

パンチ作業をなくせると判断し導人に踏み切った｡

4.t.1 システム概要

(1)適用伝票

(a)納品伝票

(b)振梓伝票

(c)価格異動伝票…t･…‥‥

(d)加工納品伝票‥…‥‥…

(e)原材料納品･出樺伝票

1,000枚/日

･300枚/日

･100校/日

…･50枚/日

･･‥50枚/日

適用伝票は卜記5種類で昭和48年7月よl)稼動してし-る｡

二のうち納品伝票システムについて記述する｡

(2)納品伝票システム

株式会社三愛の取引先は約650祉もあるうえ,ファッショ

ンを扱っている仕入先は比較的中小企業が多く,OCR化に

は次のような問題一たがあった｡

(a)伝票記人者が不特定多数になる｡

伝票記入茶が不特定多数になればそれだけ文字の書き方

のルールが徹底できないため,リジェクトあるいは誤読の

ヲ芭生の原因となり,データの信束馴生の而で危険が‾人きい｡

(b)伝票の取拙い上の問題

納品伝票は主基転手などがポケットに突っ込んでくるため,

伝票が折れたり汚才員したI)することが多い｡

(c)仕入先が固定化しない｡

(d)仕入先に多少の負担が弓卦かる｡

(e)機械化意識が低いためOCR化の意味を十分理解して

もらえない｡

納品伝票のOCR化にはこのような問題があったが､OC

Rの文字の許容性が大きく,あとのコンピュータサイドのチ

ェックを完全にすればインプットの質も維持できると判断し,
OCR化に踏み切っ力｡しかしシステム設計の段ド皆で書き方

のル【ルおよび伝票の取抜いを徹底させるために種々の配慮

をし,問題点の解消を図った｡たとえば図2グ)(d)に示す納品

時点のJ.鴨持でのチェックは商品のチェック,数量,金納のチ_1

ソクなどであったが,OCR化に伴い,(i)文字のチェック,

(ii)仏器の汚す呈i,+1川ほ･どの子エツクの2∫臼Hを迫力‖した｡も

Lこれらの条件が満足されないときは,その場で伝票を古き

和してもらうようにLた｡システム稼動当拗この方法に多少

のとまどい.もあったが,時IHjの経過につれt_卜入尤も一lで主熱Lつ

つある｡

図2(f)に示した処理の段階で伝票が郵送され書き直しがで

きない場合,誤読しそうな文字には印をつけ機1戒でリジェク

トをさせるようにし,ディスプレイを見ながらオペレータが

キーインしている｡またこのような伝票は連絡票にコメント

を書き,支払案内状にi恭付して仕入先の注意を促している｡

(図2(g)参照)｡

4.1.2 効 果

不特:右多数を対象とする手書きOCRの通用ということで

当初かなりの不安があったが,現在納し汀■管理の約70%(700

柁/臼)はコンピュータのチェックでエラMが出ていないの

で満足できるJ状態である｡しかし文字の書き方のルールおよ

び伝票の取扱いについて全く問題がないわけではないが,/ケ

後仕入先の慣熟度の向上につれて良くなるものと期待してい

る｡現在納品伝票については,パンチは全く行なっておらず

すべてOCRで処:哩している｡したがって,当初掲げたパン

チ作業の削ぎ成という目的はほぼ達成している｡

4.2 データギャザリングシステムへの適用(ユニー株式会社

の例)

ユニー株式会社は,本州中部圏を中心とし,関束地士戎にま

で及ぶ店舗網を持つチェーンストア業界の大手として,早く

から情報の機械処理化を図ってきた｡しかし,最近の多店舗

化の促進により,店舗が広域分酸化され営業店と本部間の距

離が長くなり,データの収集,分配に従来のメールによる手

段では時間がかかりすぎるのと,取引量の増大,管理の細分

化に伴うデhタ量の増大に対して,カードパンチ方式による

コンピュータへのインプット手段は,昨今の人員補充難,コ

ストの高騰などによI),作業,コストの両面で限界に達して

きた｡

ニのような背景から,今回,処理時間,コスト両面の大幅

改善を目的に,情報の伝達手段としてミニコンピュータによ

るデータ伝送,情報の入力手段として,手書きOCRを採用

したQQQシステム(Quick & Quite Processing to Qい

otidian Data System)を設定し完成させるに至った｡

4.2.1 システム概要

ユニー株式会社における,OCRシステムの必要性は,デ

ータの処理サイクルの短縮とコスト低減にある｡したがって

多くのOCRシステム事例に見られるように,中央に高速の

OCRを設置しての集中処理方式では,データの運搬が従来

のメールに依存することとなり,結局システムの目的に添わ

ないため,当初より地区分散化方式でのシステムを手寸卦けて

きた｡

QQQシステムは,データの読取り用にH-8959手書きOC

Rを,関東･静岡･北陸･中部の各地区に設置すると同時に,

遠距離にある地区とのデータf云送用としてHITAClOを,関

店舗
(a)発注
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(d･) (c)納 品
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(e)伝票送付
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図2 納品伝票の流れ 発注および納品の形態はいくつかあるが,本図

はその代表的な形態を表わしたものである｡

Fig.2 Flow of Document
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図3 移動出荷伝票 4枚複写でいちばん上の伝票をOCRに読ませる｡

Fig.3 Voucher わr Transfer
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図4 システム構成とデータの流れ 平均データ量は,関東450枚/日,

静岡310枚./日,北陸210枚/日,中部930枚/日である｡

Fig･4 System Configuration and Data Flow
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束･静岡･北陸の各地区に設置し,本部に設置された,HITAC

lOを雪間通信回線(1,200bps)で結んだデータ集配信システム

である(図4参照)｡QQQシステムの対象業務としてまず仕

入業務の内部†云票(ユニー株式会社内部の商品移動伝票図3

参照)をOCR化し,昭和48年5月より稼動にはいった｡ま

た,外部†去票(仕入先からの納品伝票)に対しても,昭和48年

10月より,一部をOCR化して稼動にはいった｡

次に図4グ)流れ図にそってシステムの概要を述べる｡

(a)絡動出荷伝票は,商品の移動に伴い,配送センターお

よぴJ-l一与荷店で起票され,入荷店/＼商品に付けて送られる｡

(b)入荷店においては,受け取った移動出荷伝票を,商品

の検収後,デ【タ管理へ送付する｡

(c)集められた伝票は､H-89590CRにより読み取られ紙

テープに変換される｡

(d)紙テープに変換きれたデータは,HITAClOにより

読み取られ編集後本部へ伝送きれる｡

(e)本部では,各地区より仁王送されてくるデータをHITAC

lOによ-)収集し,磁乞くテーープに記録する｡

(f)石蕗妄tテープに収納されたデMタは,その日のう ちに

HITAC8400により子ェックおよび処理され,処理結果は

配信用の磁～(テープに記錦される｡

(g)HITAC 8400により作成された仕入プルmフリスト,

チェックりスト,商品成績表などの配信用データは,再び

本部のHITAClOによリデータ収集の逆経路をたどI),

本部から各支局へデータの配一言を行なう｡

(h)各支跡二おいては,本部より送られてくるデータが,

HITAClOのラインプリンタによ1)アウトプットされ,

商品管理資料となる｡

(i)チェックリストにより報告されるエラ【デ椚タは,正

しいデ【タをカードによr)再入力させる｡

4.2.2 システム設置上の留意点

/H=1のQQQシステムを問ヲ邑するうえでは,多くの閑雅な

関越があった｡特に,TlキきOCRを仲川することによる従

来グ)システムにはなかった問題一㌧!よがでてきた(〕それらを磐約

すると‾†∵∴己のと才iりである｡

(a)記人者
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丁-.壬芋きOCRシステムの成戸手は‥言己人文二j'二の一1‾こ■閂にかか

っているといえる｡すなわち,QQQシステムを川+発する

にあたって特にiL法を払ったノ∴りま,i言L入老をいかに相やL,

いかにインプットデ〉-タグ〕品即をl｢-]上するかにあった｡特

に∴言+人前が不朽1上多数であったため,指導の‾｢J手長も境′ト

教ffだけでなく,諾+人文ノ‾j･:の千引き図5(a),純押収図5(b)

を.‾言己人界に紀和し,.言亡入荷が独｢=二純門できるように数奇

した(,また∴言亡人者の練やぎの成果は,練門帖を川収Lリ三】;方今

にOCRに読み込ませた結一米をフィードバックすることに

より,記人一茶ク)OCRに対する二法識を応めた｡このように,

数阿にわたる集†ナ,分散教育により,インプットデー一夕の

糀雌は満足すべきものとなった.｡

(b)f∠ミ 柴

仁ミ栗♂)j了HJi,iウ才iもは,OCRシステムでは至丈糾妨となり

かねないので,仏票の送付千段,収ヰ牧し､_卜では,1iミ票ケー

スなどを川点して仁∵芳与に才ヱと仁方のないように糊ノ占こしたし-,

(c)てil∴i+具

†ム票を起票する楊でナク)箪i言+与二しは,仁ミ繋が似写†よ票という

こともあってボールペンを仕j‾口Lているが,どの錦納につ

いても,インクi方1;れやかすれの問越があり読耽り率に

を及ぼすため,メーーカーで♂､)祁屯テスト糸井料ニーより,Ll㌔胡

の∠左1Lした安納勺のものをイ射1]Lている

4.2.3 効 果

QQQシステムをl耶芭したことにより,多くの而で成一粧を

子ミきた｡,本システム導入のH的であった､日､川]の触縮､コスト

帆械を阿ることができたし,ヂ1初,‾イこ安であったインプット

半副_空にr一法Jしても,あJ〕かじめ設フ立LたFJ付ミ仙をj加丈L満上土す

べき北態にある｡

(1)l時間グ)加納i

データの処_叩サイクルは､従水6～8L_丁かかっていたも〝〕

｢2+の苫き‾ガ

アクマの郎洲よ,ごくl'】悠な七きで▲l‡いて卜さいじ

余分なヒゲや塙ができないようにすること¢

アシの甜分はまっすぐな捕柊になるょうにか■

で下きい｡

波形にならないように汁点すること｡

ワクに即しか､村里に大き〈捕鯨は良く㌔Fいて

下さい｡

済

小感
之済2 攣

〔練門)

はじめに手本の2をなぞってから故剛トlでト
さい｡

それがi弄んだら三太に.練脚】故に心してあるよ

うに/と2を一掛こ鍬門Lて卜さい巾

L上=二二二=
(a)H【89590CR手書き数字の書き方

が､2～3日に触締された｡

(2)コスト低減

デーータのインプットコストは,従来のカーーーードパンチ入力に

比較Lて1デーータあたリ39円4絶と大幅削減が図れた｡

(3)道川而の効率化

QQQシステムによりデmタ管理体制が統一一一され､述川管

Ill拙=二おいても効果が_t∴がった｡-

4.3.ターンアラウンドシステムへの適用(株式会社サカエ

の例)

昨今のスーパーチェーーーンは,他業界に頬を見ない‾■デ引空の成

上主を続けているが,二れは個人消費の大幅な伸びを館主三‡とし

たチエMン店の急速な展開によるものである｡

しかしながらこのような急速な店舗鶴間は,スーパーー｢チェ

【ン経営に高低の管〕埋托術と深刻な人手不他に対処するため

の打力化技術の1‾ji+ヲ己を要求している｡この二要求に対処するた

め関内地区を中心にチェーン展IiHを進めつつある株式会社サ

カエ(本部 人l坂･中r勺博社長)では､HITAC 8250とH-

89590CRを柁とLたSCRUM(SAKAE CHAIN Ret-

ailing & Updated Management)システムを開発し,昭利

48年8月1日かごブ稼動をl-う舶台した｡)

なかでもH〉89590CRを活用し商品の発注かノブ納入までの

発柱納品･｢.tテ報のターーンアラウンド化を実現した｢発注納-1‾三一夕

一ンアラウンドシステム+は,
里レベルの向_卜と打力

化対策に直接的効架をチトLみ出すシステムである｡

4.3.1 システム概要

図6は,発注納品ターンアラウンドシステムの概要をホす

ものであるが,これをデーータの流れにそって概略説明する｡

(1)本部に設置されたHITAC 8250により,月1阿グ)剖†ナ

でオ【ダブリクが発行され仝J占へ配布される｡

(2)各棉ではオーダブックにより決められた曜日に決められ

ロ.この別紙はH▼【8959｡｡Rに.良二才ぷ説i左ませるょう

に設計してあります｡

･･岩際の七三だミに.†〈1t枯で山人して卜きい1

･J亡人し終えたち軌`l分の†川奈】摺と1t邪を.r亡人L

ミシン=から切り離し商訂.℃･月!まで追って卜さいく

OC拝での占克叔テストをけないます｡

r-
≦

出][江][二皿 迂Ⅲ

皇皿Ⅲコ00皿
…

l

蔓に工〕江口こ仁コ江m

妻にエ〕m m mコ
【

毒迂□迂コ江コ出二○
く了

毒m虻甲乙上禦
∃ そ;-tl､...､､.こ.1∴

卜さい..癖･i`'m】仙1折

比 和】_】_.州W▼▼

(b)H89590CR辛苦き数字練習帳

図5 手書き文字教育賛料(a)で書き方を修得し.(b)の練習帳に記入｡これをOCRに読み込ませ･結果

をフィードバックして教育する｡

Fig･5 Teachi=g Materialforトト朗590CR
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l
守 L-

L___J

(5)

仕入先

集 晶

荷積み

出 荷
l
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図6 発注納品ターンアラウンドシステムの概要図 伝票はすペ

て汚損や折損を防ぐため･ビニルカバーに入れて送受Lている｡

Fig･6 0｢deri=g
and Deliveri=g Tur=-Around System

たページ分の商品在庫量(店頭在庫量)を点検し,必要補充

呈をオーダブック(1個月5過分記入する欄がオーダブック

に設けられている)に記入後,本部へ電話で何ページ,何行

めの商品,何ケースという形で連絡される｡

(3)本部では各店からの電話を受けつつ図7の補充申請書

(OCR伝票)に記入する｡

(4)このOCR伝票はH-89590CRで紙テープに変換後,

HITAC 8250で処理され,図8の発注兼納品書(ターンア

ラウンド用OCR伝票)および店別納品一覧表が発行される｡

(5)このター‾ンアラウンド用OCR伝票はあらかじめ定めら

れたルールに従って仕入先へ渡され,仕入先で品ぞろえ後タ

‾ンアラウンド用OCR伝票は納品書(OCR伝票)として
商品とともに各店別にもどってくる｡

(6)各店では納品書の修正を必要とするものだけ納品書の修

jt三欄に傾正記入を行ない,納品書1日分を一括して本部へ送

達する｡

(7)本部では納品書をH-89590CRで紙テープに変換(二の

とき変換されるのは伝票番号と修正記入文字のみ)後HITAC

8250で処理仕入データの収集と同時に仕入商品数量データを

把推する｡

これほ最も割合の多い一般商品の場合であり,実際には本

部在庫商品,特売商品,計画販売商品,一品奉仕商品などお

のおの異なった流れになっている｡なお,OCR伝票は社内

外を回るため,汚帆折損などの問題が発生したが,これに

は専用の伝票ケースを作F),必ずこれに格納して持ち運びす

ることにより解決した｡

4.3.2 評 価

SCRUMシステムは食品(生鮮食品は除く),衣料品,日

用雑貨,薬品,化粧品などほぼ全般にわたって処理対象とす

ることを最終的な目標としているが,現時点では食品2,000

品目について稼動しているものである｡

ニの食品2,000品目だけの稼動に関するかぎり,当初の目
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図7 補充申請書(OCR伝票) 各店からの電話連絡を聞きつつ,直接

この伝票に記入する｡
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図8 納品伝票(OCR伝票)
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コンピュータからアウトプットする｡手

書き部分は右端の修正数量のみである｡

Fig･8 Voucher for Delivery

的は果たされ,一応満足すべき評価となっている｡

8 結 言

いかなる文字で･も読めるというOCRはまだ現存しない｡

したがってOCRの通用を検討する場合,必ず誤読は起こり

うると考えるべきである｡問題は誤読のりカバーがどこまで

可能かであり,システム設計の段階で帳票設計,コンピュー

タでのチェック,運用面でのバックアップなど多面的な検討

が必要である｡しかし,それらが十分であれば手書きOCR

が多大の効果をもたらすことは明らかである｡

現時点における流通業界でのOCR化は,システム面でな

お種々の配慮を行なわねばならないが,OCRの普及に伴い

それらの問題も徐々に解決されてゆくものと思われる｡




